
2019 年 1 月 22 日 

各位  

薬事委員長 生井 一之 

 

院外処方箋における一般名処方の導入について 

2018 年度の診療報酬改定にて、院外処方箋に１剤でも「一般名」で処方を行うと算定できる「一

般名加算」の点数が倍増したことを受け、院長の意向もあり、薬事委員会でアンケートを行った上

で審議した結果、2 月 1 日より院外のみ採用としている先発品の使用量の多い下記の 30 品目につ

いて「先発品の処方を不可とし、一般名での処方入力に切り替える」ことが決定致しました。 

一般名で記載された薬剤は、院外の調剤薬局において、後発医薬品を勧められますが、最終的に

は患者さんの選択で先発か後発かを選択することが可能です。 

つきましては、ご理解の上ご協力お願い致します。 

 

記 

切り替え日時 2019 年 2 月 1 日 

一般名薬剤への切替え対象品目 

No 名称 No 名称   

1 クレストール OD錠 2.5mg 11 ハルナール D錠 0.2mg 21 ペンタサ錠 500mg 

2 アムロジン OD錠 5mg 12 ドグマチール錠 50mg 22 ガスモチン錠 5mg 

3 ムコダイン錠 500mg 13 デパス錠 1mg 23 アサコール錠 400mg 

4 デパケン R錠 200mg 14 リピトール錠 10mg 24 ガスターD錠 20mg 

5 オルメテック OD 錠 20mg 15 ロキソニン錠 60mg 25 カソデックス錠 80mg 

6 クラリス錠 200 200mg 16 パリエット錠 10mg 26 メネシット配合錠 100 

7 クレストール OD錠 5mg 17 メインテート錠 2.5mg 27 ミカルディス錠 40mg 

8 デパス錠 0.5mg 18 アルファロールカプセル 0.25μg 28 フェロミア錠 50mg 鉄 50mg 

9 ムコスタ錠 100mg 19 アーチスト錠 2.5mg 29 ザイロリック錠 100 100mg 

10 タケプロン OD錠 15mg 20 リファジンカプセル 150mg 30 ガスターD錠 10mg 

  

＜富士通の標準システム概要＞ 

  一般名薬剤のマスタ表記  【般】 一般名 規格   例）【般】 エチゾラム錠 1㎎ 

 

 ※今まで入力していた先発品をコピーした場合や一般名が入力された外来院外処方をコピーし、

外来院内処方または入院処方に切替えた場合等は、自動的に誘導される。 

 ※一般名薬剤は、先発名でも検索が可能となり選択リストに表示される。 

 

以上 

 
 


